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大陸プレートであるユーラシアプレートの下に、海洋プレートであるフィリピン海プレートが潜り込む、

駿河湾から日向灘までの場所を南海トラフと呼びます。この南海トラフでは、繰り返し大地震が発生して

いることが知られています。一方、伊豆半島の東側には相模トラフがあり、ここでも繰り返し大地震が発

生しています。

県は、これらの地震に備え、対策を推進するための基礎資料として、地震の被害想定を策定しています。

平成25年に公表した第４次地震被害想定では、発生頻度が比較的高く、これまでも繰り返し発生して

きた地震（レベル１）と、実際に発生したことはなくても科学的にあらゆる可能性を考慮した最大クラスの

地震（レベル２）の２種類の地震について想定を行っています。

近年、南海トラフでは、多種多様なパターンの地震が起きていることがわかってきました。

このため、次に発生する地震の震源域の広がりを正確に予測することは、現時点の科学的知見では困

難であり、最大クラスの地震・津波の想定に基づき、地震対策を進めていくことが必要になっています。

80％程度



（２） 第４次地震被害想定における島田市
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（単位：棟）

予知なし

冬・夕

全壊 約7,500　

半壊 約8,800　

全壊 約10　

半壊 約30　

全壊 約400　

半壊 約1,200　

全壊 約100　

半壊 約300　

火災 消失 約60　

建物棟数

全壊及び消失 約8,800　

半壊 約10,000　

全壊及び消失 約18％　

半壊 約21％　

山・崖崩れ

項目 被害区分

地震動

液状化

人口造成地

建物被害総数

建物被害率

48,260

建物等被害に係る島田市の想定結果

約900

約1,600

ブロック塀等転倒数

屋外落下物が発生する建物数

（単位：人）

予知なし

冬・深夜

死者数 約100（約20）

重症者数 約800（約80）

軽症者数 約2,400（約300）

死者数 約10　

重症者 約10　

軽症者 約10　

死者数 ー　

重症者 ー　

軽症者 ー　

死者数 ー　

重症者 ー　

軽症者 ー　

死者数 約200　

重症者 約800　

軽症者 約2,400　

項目 被害区分

山・崖崩れ

火災

ブロック塀の転倒、
屋外落下物

合計

建物被害
（うち屋内収容物移動
・転倒、屋内落下物）

人的被害に係る島田市の想定結果

自力脱出困難者数・
要救助者数

地震動 約600

※予知なし：地震が予知されず、突然発生するケース
※冬・夕：住宅、飲食店などで火気使用が最も多い時間帯で、出火件数が最も多くなる。
※冬・深夜：多くが自宅で就寝中に被災するため、家屋倒壊による死者が発生する危険性が高い
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2～3週間程度が必要。
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